
シーテーシーろんりそうち C. T.C. 論理装置 論理装

置は C. T. C. (centralized traffic control ) 装置の主体をなすも

ので，中央装置と駅装置とがある。論理装置は中央と各駅との

相互間で授受される情報の組成， 解読， 記憶をつかさどる論問‘

回路により 構成されている。

その回路はト ラ γ ジ スタ，ダイオ ー ド等の多 くの電子部品に

より組成され，その数は 130 万個に達する。論理回路は 1 kc 

のク ロ ック パノレを使用したス タ イツクディ ジ タノレ回路方式を線

用 し， フリップフロップ，パ ッ フアイ γパ ー タ，ダイオ ー ドゲ

ートの単位主主本回路によ り構成されている。また回路の主要$

は 3 重糸とし多数決論理を行なわせてい る。 こ の論理回路動

作の特徴は， 表示動作をスキヤニング方式としたことである。

従来の C.T.C 論理回路には継電器を使用しているため， 継

電器の寿命の関係で連続:!iJ)作を行なわしめること が不可能で あ

っ た。 今回は電子部品を使用したため情報伝送を継続しても決

霞の寿命に影響がないため，表示ポ ジシ ョ γの状態に変化があ

ろ うと なかろ うと ，一定の周期で全表示ポジ γ ョンの状態表示

を繰り 返すス キヤニン グ方式を採用することができた。

したがって C. T.C. 装震のよう に. 常に多 くの箇所で状態変

化が同時に起こる ようなものであ っ て も ， 表示遅れは走脊の l周

期以上にな らず， 同一情報が繰 り返 し送信されることに よ っ て ，

伝送途中に誤 りがあ っ ても ，次の走 fiです C\fj l され， )色縦伝

送に近づ き ， 伝送符 号 の信頼性を向 l させ うる。ただ し制御動

作は随H寺起動方式を1%用している。これは制御情報の発生ひん

度が表示に比して 一首しく 少なく ， 表示ポジショ γ 7l3f. をなるへ

く早く するためである。

C. T.C. 論理\ 1司路の動作概要は， 次のようになる。

1 C. T. C. コー ドの組成

C. T. C. コー ドは中央から各駅に伝送される も のと，各駅か

ら中央に伝送される ものがあり ， 次の よ うに組成されている。
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(1) 表示駅指定コード

表示サイクノレにおいて，表示の情報を送 らせる駅の指定をす

るもので， 中央から各駅に送 られ 4 ピット にて調l成される。

( 2 ) 表示コード

駅から中央に表示の内容を送るもので， 40 ピ ッ ト l 単位 と し

て ， そのう ち最初の 7 ピットは単位群を選択する欝選択符号，

次の26 ピ ッ ト は表示内容を表わす符号，最後の 7 ピ ッ ト は照作

符号と して組成している。表示の内容は * 列車位置点示，駅構

し
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内各列車進路の開通状態を表わす進路表示， 進行中の列車の帯

号を表わす 本 列車番号表示， その他信号設備の故障を表わす表

示等が含まれ， 列車需号 は12 ピットの 2 進化符号， その他 11 1

ピ ット l 内容として伝送される。 照査符号は 1 から33 ビ ッ ト日

ま での送信 した l f.F り 数を 2 進数にて表わし，誤字検出に使用

してい る 。

(3) 制御コード

中央から駅に伝送す る も ので 40 ビット I 単位として ， 最初の

4 ピッ ト は制御を行な う 駅を呼び出す駅遷択符号， 次の29 ピッ

ト は制御の内容を表わす符号 とし，最後の 7 ピッ ト はJ1(\資符号

にあてている。 H~l. 'j!f.符 .r，_;は表示コー ドの問、脊符 号と同機の [1 (J内

をもつものである。 制御の内容は各駅の列車の進入， 進出，進路

を構成させる命令が主で ， 1 ビッ ト 1 に情報を苦1I り 当ててあ る。

(4) 制御アンサーコード

中央か らの制御命令が， 指定された駅にÆ し く 受信 された こ

とを， その駅から中央に向けて送 られる も ので . 7 ピッ ト によ

り組成されている。 ;1;11御 7γ サ ー コ ー ドは， 表示コー ドの群選

択 コー ド と同 ーで ， その駅の第 1 群円 の符号をそれにあてはめ

てい る。

2 表示サイ ク ル動作

表示サイ ク ノレで 1 :tJ<示情報のスキ ヤ ニ ン グを行なう 。見 キ ャ

ニ ン ク'の開始は，中央から表示駅指定 コ ー ドを送出する こ とに

よってはじま る。 各駅で はそのコードをい っせいに受信し，呼

び出 された駅は比、終 して -k;jミ コ ー ドを中央に向けて送出す る。

表示コードは26↑í't* ごとに 1 単位鮮と して防成 さ れ， 表示情報

量に よ り 数群に分けられ， 各群(1 9 ミ リ セカンドの休止をおし

て定められた航行，に送出 される。 中央ではその表示コードを受

信し W\ ff.符号による 1 符 号 数の J1ß. 1f と ， 全 ビッ ト 数 の検 在

(l 群 40 ピット)を行ない . 1 群ごとに誤字を検出し，もし l 群

で も誤 りがあればその駅の表示故障を記録する。この状態が1 0

秒間持続すれば故障表示を行ない，その駅は表示サイ クノレから

はずされ次駅の }i示サイク ノレ に入る 。

駅は表示コー ド送出後休JIニに入り ，中央は駅からの表示コー

ドの受信が完了する と ， それから 18 ミリ セカ ンド経過後， 次

の駅に対する表示駅指定コ ー ドを送信する。このような表示サ

イ ク ノレが最終駅ま で進行する と ， その後は再び最初の駅の表示

サイク ルに も どる。

新幹線の場合 1 駅の持つ表示群は平均 5 群で あり ， 駅数が l

IK問 3 - 4 駅であるので . 1 ス キ ャニン グサイク ノレは 0.7 - 1 秒で

ある。 中央では受信された表示が正しレ場合， その都度記憶回

路に記憶し.列車集中l<.示粧咋に ランプまたは数字に よ り表

示される。

3 制御サイクル動作

中央の運転指令~Iのf栄作ぬが *列車集中制御線上の制御スイ

ッチを取 り扱 うと .tIJI御サイク ノレに入る準備が行なわれる。この

時期はL 、ずれかの駅に対する表示サイク ノレの進行中なので，制

御サイクノレ の開始は， その表示サイク ノレの終了とともに準備 さ

れ， さらに 1 四次駅の表示サイクノレを経た後発信される 。 制御

サイ ク ルに入ると，中央から制御 コードが送信され， 各駅で は，

いっせレにそれを受信し，駅選択符号により 呼び出された駅の

みが制御内容を統し、て受信する。 そ して受信駅では誤字検出を


